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銭

下

矢

誇
者
解
説
に
よ
れ
ば
、
ド
パ
リ
l
氏
は
、
現
在
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
皐
数
授
、

中
園
近
世
思
想
史
を
中
心
に
日
本
思
想
史
・
朝
鮮
思
想
史
を
取
り
込
ん
だ
汎
儒

数
閤
思
想
史
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
目
指
し
て
お
ら
れ
る
由
で
あ
る
。
原
著

は
、
一
九
八
二
年
ホ
ン
コ
ン
中
文
大
皐
(
吋

Z
門

U
E
5
8
C
E
S『巴
q
o『

z
g
m
穴

g
m
)
銭
穆
記
念
講
座
に
お
け
る
講
義

(
一
|
四
〉
及
び
一
九
七
九

年
十
一
月
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
皐
公
開
講
座
に
お
け
る
講
義
(
五
終
章〉

を
基

に
、
こ
れ
に
「
序
」
と
「
注
」
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
論
述
の
性
格

上
、
用
一
語
索
引
の
必
要
を
強
く
感
じ
る
が
、
こ
れ
は
な
い
。

以
下
、
先
づ
こ
の
書
物
に
著
わ
さ
れ
て
い
る
ド
パ
リ
l
氏
の
研
究
に
つ
い
て

論
評
を
行
な
い
、
後
、
山
口
氏
の
翻
誇
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
と
思
う
。
こ
の

よ
う
に
、
原
著
と
翻
鐸
に
つ
い
て
の
論
評
を
分
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、

誠
に
残
念
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
山
口
氏
の
翻
謬
に
は
か
な
り
の
誤
誇
が
含
ま

れ
、
そ
の
誇
文
に
よ
り
ド
パ
リ
l
氏
の
研
究
の
質
を
判
断
す
る
に
は
、

あ
ま
り

に
信
頼
を
飲
く
と
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
評
者
の
責
任
上
、

こ
の
こ
と
の
指
摘
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
例
だ
け
を
奉

げ
、
こ
の
詩
書
の
讃
者
に
注
意
を
促
し
て
お
き
た
い
。

原
著

一
三
頁
に
、
朱
煮
『
中
庸
章
句
』
序
よ
り
の
英
-
謹
引
用
が
有
る
。

漢
字

原
文
は
、

「及
其
(
孟
子
)
波
而
途
失
其
惇
鷲
。

:
:
然
而
山
間
幸
此
書
之
不

浪
、
故
程
夫
子
兄
弟
者
出
、
得
有
所
考
、
以
績
夫
千
載
不
俸
之
緒
」
。

英
誇
は

次
の
如
く
丁
寧
で
正
確
な
も
の
で
あ
る
。
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自
白
日
吉
色
町

O『
白
骨
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白
円
ω
・

と
こ
ろ
が
、
山
口
氏
誇
七

O
頁

(
傍
貼
は
木
下
)
で
は
、

後
半
部
は
、

が
、
幸
運
に
も
こ
の
書
の
意
義
は
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
程
先

生
兄
弟
が
宋
の
世
に
現
わ
れ
る
に
及
ん
で
、
道
に
就
い
て
思
索
を
め
ぐ
ら

せ
、
か
く
し
て
数
百
年
開
不
俸
の
道
統
を
縫
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
な
っ
て
い
て
、
特
に
傍
黙
を
附
け
た
部
分
な
ど
、
英
文
か
ら
の
翻
誇
と
し
て

も
誇
が
分
か
ら
な
い
。

原
著
六

O
頁
、
程
願
「
輿
方
元
察
手
帖
」
(
『
、
近
思
鋒
』
巻
二
、
第
十
五
僚
、

茅
星
来
『
集
詮
』
に
よ
る
旨
の
原
注
有
り
〉

よ
り
の
英
文
引
用
。
漢
字
原
文

は
、
「
鋭
足
下
由
経
以
求
道
。
勉
之
又
勉
、
異
目
見
卓
爾
有
立
於
前
、
然
後
不

知
手
之
舞
足
之
路
。
不
加
勉
而
不
能
自
止
笑」。

英
語
は
や
は
り
、
衣
の
如
く

卒
明
で
遁
確
で
あ
る
。
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最
後
の
文
は
、
「
そ
の
時
は
、
た
と
え
よ
り
以
上
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
な
く

て
も
、
あ
な
た
は
進
み
行
く
こ
と
を
や
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
」
と
誇

す
べ
き
だ
が
、
山
口
誇
一
七
四
頁
は
、

さ
ら
に
さ
ら
に
と
、
よ
り
い
り
そ
う
の
努
力
を
加
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、

向
上
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

と
全
く
逆
に
な
っ
て
い
る
。

d
z唱
S
O
S
-同同『
O自
と
の
取
り
遠
い
と
売
し

、。
'bv 

も
し
こ
の
よ
う
な
山
口
氏
の
誇
文
に
の
み
就
い
て
、
漢
字
原
文
と
見
比
べ
、

ド
パ
リ
l
氏
の
漢
字
原
典
に
つ
い
て
の
譲
解
能
力
さ
ら
に
欧
米
の
研
究
者
の
能

力
を
剣
断
し
て
し
ま
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
誠
に
残
念
な
先
入
見
を
も
た
ら

す
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
種
の
課
課
は
以
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
か
な
り
の

数
に
の
ぼ
る
。
私
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
ド
パ
リ
l
氏
の
漢
字
原
典
か
ら
の
英

誇
引
用
は
大
旨
正
確
で
卒
明
で
あ
り
、
そ
の
讃
解
能
力
を
は
な
は
だ
し
く
疑
が

わ
せ
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
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ド
パ
リ
l
氏
が
本
書
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
の
は
、
宋
代
以
降
の
所
謂
「
新

|
儒
拳
者
〈

Z
2・。。口町
5
5
2〉
」
が
遺
し
た
資
料
の
客
観
的
な
検
討
を
通
じ

て
、
新
|
儒
数
が
そ
れ
以
前
の
俸
統
よ
り
引
き
承
け
な
が
ら
も
、
よ
り
モ
ダ
ン

な
、
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
な
方
向
へ
と
設
展
さ
せ
た
潮
流
を
、
そ
の
特
徴
的
、
基
本

的
な
観
念

p
a
g官
3
Z〉
の
分
析
に
照
禽
し
つ
つ
、
追
跡
し
、
描
き
出
す

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

取
り
翠
げ
ら
れ
た
諸
観
念
が
い
か
に
も
宋
撃
等
に
お
い
て
特
徴
的
で
基
礎
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
諸
観
念
の
分
析
及
び
そ
れ
ら
相
互
の
関
連
性
の

分
析
が
了
寧
で
目
配
り
が
い
き
と
ど
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
以
上
の
よ
う
な

分
析
に
基
づ
い
て
の
、
新
pf儒
教
の
、
ま
さ
に
「
新
」
で
あ
る
所
以
の
性
格
へ

の
評
定
(
第
一
講
l

|
第
三
講
)
、
及
び
如
此
し
て
形
成
さ
れ
存
在
し
た
と
評

定
さ
れ
た
「
新
し
い
俸
統
(
本
書
の
題
名
に
い
う

J
Z
E
r
o同
色
可
包
E

S

吉
の
E
E
J」
の
展
開
と
命
運
、
そ
の
頂
黙
と
喪
亡
〈
第
四
・
五
議
〉
の
追
跡

と
分
析
も
ま
た
、
十
分
に
説
得
力
を
も
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ド
パ
リ
l

氏
が
、
こ
の
潮
流
に
含
ま
れ
る
新
し
い
流
れ
、
更
に
こ
の
潮
流
そ
の
も
の
を
、

そ
れ
と
し
て
評
定
さ
れ
る
際
に
使
用
さ
れ
る
‘
.E
r
o
s
-
E
B
--J
。-
E固

g
江副同ロョ

JEZFEm--白
日
ョ
と
い
っ
た
言
葉
も
、
日
本
語
誇
の
中
で
「
自
由
主
義
」
な

ど
と
出
て
来
る
と
濁
特
の
強
さ
を
も
っ
て
気
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
英
文
の
中

で
は
そ
れ
程
の
異
和
感
は
な
い
。

今
、
山
口
誇
に
嬢
り
な
が
ら
、
そ
の
目
次
を
家
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る

が
、
こ
れ
だ
け
で
も
、
以
上
述
べ
た
こ
と
の
概
要
は
知
ら
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

序
言

第
一
議
新
儒
皐
の
誕
生
と
「
道
統
」
の
観
念

第

二

議

朱
煮
と
自
由
主
義
教
育

「
震
己
之
事
」
(
自
分
自
身
の
た
め
の
皐
問
)
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ロ
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四
円
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何百
ロ
吉
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第
三
議

新
儒
血
中
の
個
人
主
義

新
儒
開
門
干
の
個
人
主
義
の
諸
観
念

吋

r
o
〈
o
g
r己
目
白
門
司
。
同

Zoo-の
O
ロ
P
2
ω
ロ
ゲ
内
回
一
三

ιロ
包
広
ヨ

理
想
の
個
人
と
し
て
の
聖
人

、H
，
roω
釦
問
。
曲
師
同
門
目
。
と

ω色町

「自
任
」
と
人
閲
の
義
務

之
、
吋
曲

r
z岡

mgMZU口臼
H
r
-
-
F
Q
0
2
w
目。-

h
e
v

「
自
得
」
と
人
聞
の
主
鐙
性

民
向
。
。
丹
江
口
開
口

O
E
W白色町
=
(
H
H
R
'
H
R
)

第
四
議

明

代
の
新
儒
皐
と
賞
宗
義
の
自
由
主
義
思
想

第
五
議
現
代
中
園
と
自
由
主
義
の
限
界

英
文
を
併
記
し
た
凡
そ
十
項
目
中
、

六
項
目
に
、

λ
0
2〉

ω色町
3

と
い
う

語
が
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、

本
書
で
行
な
わ
れ
る
ド
パ
リ
l

氏
の
分
析
と
評
定
と
い
う
研
究
行
震
の
中
心
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
分
析
と
-評

定
の
具
盤
的
な
形
を
形
成
し
ま
た
現
に
形
成
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
、
こ
の

「
自
己
(
白
色
。
」
と
い
う
観
念
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
従
っ

て
、
そ
れ
が
現
に
篤
し
得
る
や
否
や
は
問
わ
ず
、

氏
の
研
究
を
そ
の
中
心
に
お

い
て
論
評
し
よ
う
と
い
う
の
な
ら
、
氏
の
個
々
の
賓
詮
の
嘗
否
、
更
に
そ
こ
で

篤
さ
れ
る

εErog--百
九

J
o
-
E
Zユ
曲
目
3
E
F
E
Z
-
ι
S
E
Bと
な
ど
な
ど

で
あ
る
と
い
っ
た
評
定
の
嘗
否
或
い
は
そ
の
よ
う
な
用
語
を
以
て
-
評
定
す
る
こ

と
自
慢
の
蛍
否
を
論
評
す
る
だ
け
で
は
、
貧
は
不
十
分
な
の
で
あ
る
。
必
要
な

の
は
、

こ
の
氏
の
研
究
の
中
心
に
形
成
力
を
も
っ

て
存
在
し
て
い
る

「自
己

(
Zに
ど

の
観
念
に
ま
で
周
く
論
-
評
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。

以
下
、
本
書
に
著
わ
さ
れ
た
ド
パ
リ
l
氏
の
研
究
に
感
じ
た
疑
問
を
述
べ
て

お
&
ざ
た
い
。

第
一
の
疑
問
は
、
新
|
儒
皐
の
形
成
と
縫
承
に
糾
問
す
る
併
敬
、
就
中
穏
家
思

想
の
も
つ
意
義
を
ど
う
秤
量
す
る
の
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
の
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
ド
パ
リ
l
氏
の
言
及
は
、
原
著
六
五
頁
(
誇

一
八
二

頁
)
、
文
化
領
域
で
の
活
動
の
中
に
現
わ
れ
る
、
新
l
儒
皐
者
逮
の

「個
人
主

義
」
の
時
代
的
背
景
の
う
ち
の
一

つ
と
し
て
、

「
自
己
(
臼
丘
町
)
と
い
う
問
題

へ
の
傍
数
徒
の
専
心
に
よ
っ
て
貨
が

っ
て
い
た

一
つ
の
宗
教
的
風
潮
の
影
響
」

が
、
極
く
簡
単
に
燭
れ
ら
れ
て
い
る
時
に

一
度
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か

し
、
新
|
儒
皐
と
調
家
思
想
と
の
関
係
は
、
氏
の
行
な
わ
れ
る

「
観
念
」
の
分

析
の
範
圏
内
で
も
、
よ
り
重
要
な
も
の
と
し
て
追
跡
さ
れ
得
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
例
え
ば
、
第
一
講
で
主
題
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
、
「
孟
子
以
来
と

だ
え
て
い
た
道
統
を
縫
ぐ
」
と
い
う
テ
!
マ
な
ど
、
そ
の
中
心
と
な
る
、

テ
キ

ス
ト
の
継
承
な
ど
と
い
っ
た
外
面
的
縫
承
で
は
な
く
、
紹
制
到
的
に
個
人
的
、
内

面
的
な
洞
見
と
い
う
事
態
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
停
統
の
精
髄
は
縫
承
さ
れ
る

の
だ
と
い
う
観
念
は
、
宋
以
前
の
調
家
文
献
に
こ
そ
頻
見
す
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

氏
は
、
第
一
議
で
「
道
統
」
「
道
皐
」
の
観
念
を
分
析
さ
れ
、
そ
こ
に、

日

々
新
た
に
し
て
生
タ
た
る
「
道
」
の
観
念
、
そ
の
「
道
」
の
途
紹
え
て
い
た
停

統
を
再
興
す
る
と
い
う
「
道
統
」
の
観
念
、
そ
し
て
同
時
に
そ
れ
が
「
民
を
新

た
に
す
る
」

革
新
の
考
え
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
更
に
、
例
え
ば

朱
煮
に
と
っ
て
は
、
「
自
己
の
更
新
(帥色町・
3
5
4〈包
)」
こ
そ
が
、

よ
り
庚
い

範
囲
の
人
々
の
更
新
の
基
礎
と
し
て
誠
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
よ
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り、

一自
己
批
判
を
行
い
自
己
改
新
を
行
な
う
、
心
の
働
き
が
決
定
的
な
重
要
性

を
も
っ
問
題
と
し
て
、
彼
の
中
心
的
テ
1
マ
で
あ
っ
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
そ
し

て
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
論
述
の
流
れ
の
中
で
、
こ
の
「
道
統
」
の
観
念
と
、

「
『
大
皐
』
に
数
え
ら
れ
て
い
る
、
心
を
正
し
〈
す
る
こ
と
を
逼
じ
て
自
己
修

養
を
行
な
う
と
い
う
方
法
」
と
が
明
瞭
な
関
漣
を
も
つ
て
提
一
示
示
さ
れ
て
い
る
、

朱
曹
煮
煎
『
中
庸
章
句
』
冒
頭
が
引
用
す
る
程
願
の
「
此
篇
は
乃
ち
孔
門
俸
授
の
心

法なり(弓つ快=‘同吾rE円広臼唱。同持r
同お。唱官吋日
02帥。
g回岬
z帥同
号r。
臼
苫
同
芯
。
自
。
色
同
岬
岱r0
包仲冒ロ《
ι凶ザ.品曲
gロ内
ι目

.

v宮0
曲巴吋ユ岬曲
2臼昨『包曲
E固E臼目旦F

吾雪雪言一E

声
一
同
同
及
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
氏
は
、
こ
の
「
心
法
」
な
る
言
葉
に
つ
い
て
は
、
本

書
で
は
、
「
別
の
と
こ
ろ
で
、
こ
の
言
葉
が
、
十
て
十
二
世
紀
の
新
|
儒
筆

者
遂
の
聞
で
ど
の
よ
う
に
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
論
じ
た
こ

と
が
あ
る
。
」
(
原
著
一
八
頁
、
謬
七
九
、
八
O
頁
)
と
の
み
述
べ
て
簡
単
に

済
し
て
お
ら
れ
る
。
私
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
氏
の
著
ミ
8
・。

sa刊号
芯
滋

。
之
宮
を
さ
S
A
H
F
R

』
い

2
3
3
h
A刊
号
足
立
札
ag札・同
E
ミ

2
2

5
骨
。
。
-
E
r
u
s
z
o
E
Q
F
F
H
S
H〉
の
一
一
一
八
|
|
三

一
頁

に
、
こ
の
「
心
法
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
就
い
て
見
て
み

る
に
、
氏
は
、
こ
の
「
心
法
」
な
る
語
に
つ
き
、
新
l
儒
数
が
例
数
に
起
源
を

も
っ
観
念
を
採
用
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
べ
き
根
擦
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

(
二
ニ
O
頁
)
。
新
|
僑
数
で
は
、
こ
の

言
葉
は
、
「
心
の
修
養

(EEE

2
z
-
s
z
gど
に
つ
い
て
の
数
育
上
，の
、
ま
た
寅
践
上
の
「
方
法
」
、
「
僅
系
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
が

j

一
方
、
例
数
で
の
用
語
と
し
て
は
、
そ
れ
は
全
て
異

な
っ
た
意
味
、
或
い
は
併
教
に
特
殊
な
意
味
な
の
で
あ
る
か
ら
、
雨
者
は
全
く

別
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
氏

が
、
こ
の
語
の
併
殺
に
お
け
る
意
味
を
考
え
ら
れ
る
際
に
、
依
議
さ
れ
た
の

は
、
注
に
よ
れ
ば
、
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
と
織
田
得
能
『
併
敬
大
僻

典
』
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
心
法
」
の
嘆
に
見
え
る
律
義
だ
け
な
の
で
あ
る
。

い
づ
れ
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
、
「
色
法
」
と

「
心
法
」
と
い
う
一
切
法
の
二
分

に
お
け
る
「
心
法
L

の
こ
と
だ
け
が
扱
わ
れ
て
い
て
、
確
か
に
全
く
、
新
|
偶

数
で
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
誠
に
安
易

に
過
ぎ
る
賓
誼
法
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
氏
の
併
教
や
調
文
献
に
制
到
す
る
用
意

の
な
さ
を
一
示
す
と
言
い
得
ょ
う
か
。
管
見
誠
に
貧
弱
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
、

唐
宗
密
(
七
八
O
||
八
四
一
)
の

『
中
華
停
心
地
理
門
師
資
承
襲
圃
』

の

「
然
る
に
達
磨
は
西
来
し
て
、
唯
だ
心
法
の
み
を
停
え
た
り
。
故
に
自
ら
云
え

り
、
我
が
法
は
以
心
俸
心
、
不
立
文
字
な
り
、
と
」
と
い
う
行
文
〈
筑
摩
書
房

「
穏
の
語
録
」

9
、
鎌
田
茂
雄
氏
誇
注
、
二
九
六
頁
)
、
ま
た
同
じ
く
宗
密
の

『
因
究
経
大
疏
紗
』
巻
一
之
下
(
績
蕨
一

l
一
四
、
二
二
三
表
下
〉
の
「
故
に

古
来
皆
な
七
租
の
調
印
を
目
し
て
心
地
の
法
門
と
信
用
す
」
な
ど
多
く
の
爾
文
献

に
見
え
る
「
心
地
法
門
」
な
る
観
念
な
ど
と
、
こ
の
「
孔
門
停
授
の
心
法
」
な

る
言
い
方
と
は
全
く
無
関
係
と
考
え
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

氏
は
、
自
ら
の
研
究
方
法
が
、
「
観
念
史

公
For-白骨
o
q
oご仏
0
2ど
の

方
法
に
従
う
こ
と
を
、
原
著
八
頁
(謬
五
七
頁
)
で
明
言
し
て
お
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
「
観
念
究
」
的
研
究
の
古
典
と
さ
れ
る
ア
l
サ

1
・
0
・
ラ
ヴ

ジ
ョ
イ
の
『
存
在
の
大
い
な
る
遠
鏡
』
(
原
刊
一
九
三
六
、
内
藤
健
二
誇
、
品

文
位
、
一
九
七
五
〉
な
ど
に
就
い
て
見
る
に
、
こ
の
「
観
念
史
」
な
る
方
法
の

中
心
は、

「
文
皐
(史
)
」
「
哲
皐
(
史
〉
」
「
科
皐
〈
史
ど
な
ど
と
い
っ
た

匡
分
け
を
設
定
し
、
人
閲
の
知
的
活
動
の
歴
史
を
縦
割
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

領
域
内
で
の
寸
専
門
」
的
な
研
究
の
純
粋
化
を
行
な
う
従
来
の
方
法
に
反
針

し
、
歴
史
に
現
わ
れ
る
個
々
の
思
想
や
知
的
活
動
の
雑
種
性
(
諸
観
念
の
モ
ザ

イ
ク
的
集
合
性
)
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
沓
態
た
る
匿
分
け
を
横
断
し

て
行
く
諸
観
念
の
軌
跡
を
柔
軟
か
つ
大
臓
に
追
跡
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
J

だ
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と
す
る
な
ら
ば
、

今
我
々
が
見
た
ド
パ
リ
l
氏
の
研
究
の
問
題
黙
は
、

貧
は
よ

り
深
い
ド
パ
リ
1
氏
の
方
法
上
の
姿
勢

へ
の
疑
問
に
か
か
わ
っ
て
来
る
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
「
観
念
史
」
の
方
法
が
、
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、

単
な
る
手
法

へ
の
傾
斜
を
輿
え
ら
れ
、
新
|
儒
教
と
い
う
思
想
俸
統
の
圏
い
込
み
と
、

そ
の

内
部
的
な
、
純
化
さ
れ
た
溌
展
経
路
の
「
夜
見
」
と
「
再
構
成
」
の
た
め
の
方

法
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
、
こ
こ
に
は
存
在
す
る
の
で

あ
る
。第

二
の
疑
問
は
、
ド
バ
リ
l
氏
の
論
述
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い

る
、
新
1

儒
態
一
者
逮
が
よ
く
使
用
す
る
「
自
得
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
の
氏
の

理
解
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
、
私
に
は
最
後
ま
で
、
何
か
四
梓
然
と
し

な
い
、
澱
の
よ
う
な
も
の
が
そ
の
底
に
残
っ
た
。

原
著
四
五
l
四
八
頁
は
、
こ
の
、
新
|
儒
撃
に
お
い
て
特
徴
的
な
言
葉
の
解

説
に
費
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
先
づ
、
こ
の
言
葉
が
、
文
字
通
り
に
は
、

「濁
り

で
自
ら
の
た
め
に
そ
れ
を
得
る

Z
E
E
m
x
S
O
H
同R
E
g
o
-
3」
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
の
言
葉
は
、
雨
つ
の
重
要
な
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
る
と
指

摘
す
る
。
一
つ
は
、
何
か
自
分
の
た
め
に
異
な
る
も
の
を
皐
び
或
い
は
経
験

し
、
そ
こ
か
ら
内
面
的
満
足
を
得
て
来
る

(品
。
ユ
三
口
岡
山
E
R
E
E
F
E
S

P
2
0『
円
。
自
)
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
り
、

J
E『
口
止
同
O
E
O-臼
B
E
E
n
-

同FOR.
「
得
心
い
く
よ
う
に
拳
ぶ
」
、

J
oロ・
no己
g
g円
相
「
自
足
し
た
」
、
闘が丘町・

3
曲
目
曲
目
門
戸
ョ
「
落
ち
着
い
た
」
と
誇
解
で
き
る
。
も
う
一
方
の
意
味
合
い
は
、

次
の
一
僚
で
、
孟
子
に
よ
り
言
及
さ
れ
た
が
如
き
、
「
道
を
自
ら
の
内
に
得
る

乃
至
は
見
つ
け
出
す
」
(向。淳一口
m
R
F全ロ
m
p
o
d〈ミ

E
g
o
s
-。
と

い
う
、
よ
り
深
い
意
味
を
基
礎
と
す
る
。

『
孟
子
』
の
一
僚
と
は
、
離
婁
篇
下

の
「
孟
子
日
、
君
子
深
造
之
以
道
、
欲
其
自
得
之
也
。
自
得
之
、
則
居
之
安
;

居
之
安
、
則
資
之
深
;
資
之
深
、
則
取
之
左
右
逢
其
源
、
故
君
子
欲
其
自
得
之

「自
得
」
の
そ
の
よ

也
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
次
の
如
く
笑-誇
し
て
、
氏
は
、

り
深
い
意
味
の
典
接
と
さ
れ
る
の
で
あ
る。

同，

r
o
g
z
o
目
2
2
0
0官

E
回
目
。
ロ
ヨ
同
r
o
dそ
a
r
o
E
C臼o
y
o

d
〈

E
r
g
s
‘
m
g
x
w
E
B
B
-同・
4
〈
『

Oロ
r
o
m
o
Z
存

E
B
B
-戸
日
5

42--ro
白神

g
z
i
p
-
?
当
日
話
回
目

MOF白
色
。
曲
目
。
毛
X
F
丈

ro

nω
ロ
可
ロ
臼
再
三

ι00司戸可・・・・
・
(司
-

A

片山
)

君
子
は
自
分
自
身
を
道
に
ひ
た
す
、
と
い
う
の
も
、

彼
は
そ
れ
〈
道〉

を

み
づ
か
ら
得
る
こ
と
を
塁
む
か
ら
だ。

:・

こ
の
一
僚
は
、

ま
た
、
原
著
二
二
頁

(誇
九

一
頁
〉
、
新
|
儒
皐
の
菌
学
問
観
の

中
心
に
有
る
、
「
己
の
震
の
虫
干
」
と
い
う
観
念
を
論
ず
る
文
廠
の
中
で
、

『近

思
録
』
鴛
皐
大
要
篇
第
十
四
僚
の
程
顧
の
言
葉

「
古
の
皐
者
は
己
の
震
に
す
と

は
、
之
を
己
に
得
ん
と
欲
す
る
也
(欲
得
之
於
己
也
)
・
・
・

」
に
、

そ
れ
を

E
H
M
M
B
n芯
E
t
B
2
8
0
臼
Em--o島町
O『
任
命
白
白
r
o
o同
g
o
M
O
FJ
E
同

2
・門
UF.0口問

g
F
件
。
田
口
内
ご
仲

Z
g
g
oロ
ハ
HNR'HGEお
〉ョ
と
英
語
し
て

言
及
さ
れ
た
際
に
、
や
は
り
、
そ
の
玄
岡
田
内
ご
ニ
ロ

0
5
8ロ
(HNR-HG
E
お
)ミ

の
典
嬢
と
し
て
、
同
じ
く
引
用
さ
れ
て
い
る。

た
だ
し
、
そ
の
英
誇
は
、
2a
m
R

-H・
rHER-句
"
が

側面
ロ
品
広

5
r
F
B師。-同
uw
に
な
っ
て
い
る
(そ
こ
の
注
記
に

よ
れ
ば
、

英
羽一昨
は
、
ロ
・
。
-
F
2・
ζ
g
n
F
E
(F
O
E
S
七
g
m
E
P
H由
由
。
)

を
利
用
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
が
、

今
の
部
分
は
ま
さ
し
く
そ
の
ま
ま
利
用
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で、

後
に
も
燭
れ
る
が
、
ド
パ
リ
1
氏
が
今
の
程
顕
の
語

「弊
得
之
於
己
也
」
を
「
自
得
」
と
し
て
示
さ
れ
る
の
は
、
全
く
ム
ロ
黙
が
い
か

な
い
。
注
記
に
よ
れ
ば
、
茅
星
来

『近
思
録
集
註
』

《
四
庫
善
本
叢
書
初
編
》

径
二
|
十
三
葉
裏
と
の
み
指
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
見
る
に
、
や
は
り

「
欲
得
之
於
己
也
」
に
作
っ
て
い
る
。
筒
、
こ
の
「
得
之
於
己
」
な
る
程
氏
の

言
い
方
は
、
今
問
題
と
し
て
い
る
離
婁
下
の

一
僚
に
劃
す
る
朱
子
注
が
、
本
文
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の
「
自
得
之
也
」
-を
「
自
然
而
得
之
於
己
也
」
と
言
い
換
え
た
際
に
そ
の
ま
ま

活
か
さ
れ
て
い
る
〉
。

『
孟
子
』
の
今
の
一
僚
は
、
た
し
か
に
、
以
上
見
た
よ
う
な
英
語
が
輿
え
ら

れ
る
限
り
、
有
力
な
典
援
と
な
っ
て
、
「
自
得
」
を
、
そ
れ
だ
け
で
、

d
E
E問

。
『
営
企
主
任
。
巧
ミ
百

g
g丘
町

w

と
誇
解
す
る
可
能
性
を
輿
え
る
で
あ

ろ
う
。『孟

子
』
の
こ
の
一
僚
の
、
以
上
の
よ
う
な
英
謬
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
意

味
は
、
非
常
に
根
づ
よ
く
、
ド
パ
リ
l
氏
の
、
新
|
儒
皐
に
つ
い
て
の
特
徴
把

握
の
、
中
心
的
な
性
格
を
形
成
し
て
い
る
ら
し
く
、
本
書
の
終
章
、
第
五
講

の
、
そ
れ
も
本
書
が
奉
げ
て
論
じ
て
来
た
こ
ーと
の
改
め
て
の
意
義
付
け
が
終
わ

っ
た
あ
と
に
、
す
な
わ
ち
、
内
容
そ
の
も
の
と
し
て
は
、
ま
さ
に
本
書
の
全
論

述
に
幕
が
お
り
た
そ
の
あ
と
に
、
そ
の
押
え
と
し
て
、
自
著
叫
d
E
qミ
σ
宣
言
h

。¥
k
g・。。詰
¥
R
3
3
h苦
(
Z
0
4匂

J
R
O
『r
円。。
-gg『
E

C
巳
〈
雪
印
F
Q
司円。臼回・

5
a〉
三
二
頁
か
ら
、
回
想
的
に
自
己
引
用
さ
れ
る
、
そ
の
一
節
に
も
、
次
の

如
く
、
「
自
得
」
と
今
の
『
孟
子
』
の
一
候
へ

の
言
及
が
現
わ
れ
る
の
で
あ

る。
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岡
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。
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自
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。
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己
F
E岡
田
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2『
04弓
ロ
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ro

E
問。『
Z
E
g
g
z
n同
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同
同
7
2同
日
O内目。門口

OH唱。ュ
g
n
0
・

中
園
人
は
、
「
道
」
を
一
つ
の
成
長
の
過
程
、
一
つ
の
膨
張
す
る
カ
と
考

え
て
来
た
。
と
同
時
に
川
彼
ら
は
、
孟
子
に
従
っ
て
、
こ
の
「
道
」
は
、

何
か
自
分
達
自
身
の
本
質
的
な
本
性
に
と
っ
て
外
的
一で
も
な
け
れ
ば
異
質

で
も
な
い
も
の
と
し
て
、
い
づ
れ
に
も
せ
よ
自
身
の
内
に
そ
れ
を
見
い
出

す
(
自
得
す
る
〉
こ
と
が
出
来
な
い
限
り
、
「
道
」
は
、
彼
ら
に
と
っ

て
、
確
か
な
、
ま
ご
う
こ
と
な
き
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
と
感
じ

て
来
た
。
:

:

:

(

原

著

一

O
六
頁
、
誇
二
八

一
頁〉

と
こ
ろ
で
、
私
に
は
、
先
づ
、
こ
の

『
孟
子
』
の

一
僚
が
、
全
く
何
の
設
明

も
な
い
ま
ま
に
、
こ
こ
で

z:
・
・
丘
町
。
宮
町
比
百
お
は
白

F
o
d
F『
・
・
・
・
=

と
誇
し
て
一
示
さ
れ
てし
V

る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。
新
儒
皐
内
で
の
「
自
得」

の
-
意
味
合
い
を
考
察
す
る
と
す
る
の
な
ら
、
そ
の
重
要
な
典
援
で
あ
る
『
孟

子
』
の
こ
の
一
僚
に
つ
い
て
の
理
解
も
、
朱
煮
な
ど
の
注
穫
を
十
分
に
参
照
し

い
た

た
も
の
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
朱
煮
の
、
「
造
は
詣
る
也
。
深
く
之
に

ゃ

、

造
る
な
る
者
は
、
進
み
て
己
ま
ざ
る
の
意。

遁
は
則
ち
其
の
進
篤
の
方
也
」

「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
君
子
の
深
く
造
る
に
務
め
て
而
し
て
必
ず
其
の
道
を
以
て

す
る
者
は
、

其
の
持
循
す
る
所
有
り
て
以
て
夫
の
歎
識
心
通
す
る
を
侯
ち
自
然

お
の
れ

お
の
づ

に
し
て
之
を
己
に
得
ん
-(
自
然
而
得
之
於
己
)
こ
と
を
欲
す
れ
ば
也
。
白
か
ら

お
の
れ

に
己
に
得
ば
(
自
得
於
己
)
:
:
:
」
と
い
う
注
棒
、
ま
た
、

『朱
子
語
類
』
巻

五
七
に
こ
の

一
僚
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
る

「
《
以
道
》
が
《
深
造
》

の
上
に
あ

る
の
が
よ
レ
。
つ
ま
り
、

《
道
》
は
道
に
造
る
や
り
方
で
あ
り
(道
是
造
道
之

や

方
法
〉
、
此
れ
に
循
っ
て
進
み
に
進
ん
で
己
む
こ
と
の
な
い
の
が
、
つ
ま
り

《
深
造
之
》
で
あ
る
。

こ
の
や
り
方
で
も
っ
て
深
く
之
に
造
る
、
と
い
う
ふ
う

に
言
う
の
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
従
え
ば
、
「
深
造
之
以
道
」
を

2Z
2宮
町
己
包
括
戸
町
一
口
同
v
o
d司
ミ
=
と
は
、
到
底
誇
せ
な
い
の

で
あ
る
。
朱

楽
に
従
っ
て
誇
す
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
が
、
事
柄
か
ら
言
っ
て
、
検
討
し
言

及
し
て
お
く
こ
と
は
不
可
依
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
氏
が
、
「
自
得
」
と
い
う
言
葉
が
現
わ
れ
る
資
料
と
し
て
示
さ
れ
る

も
の
に
は
、
ま
さ
に
そ
の
「
自
得
」
が
現
わ
れ
る
箇
所
に
テ
キ
ス
ト
の
異
同
の

あ
る
場
合
が
二
・
三
見
ら
れ
、
し
か
も
氏
自
身
は
、
本
文
中
で
も
、

注
の
中
で

も
そ
の
こ
と
に
一
切
言
及
さ
れ
な
い
た
め
、
議
論
の
信
頼
性
を
落
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
先
づ
、
既
に
指
摘
し
た
が
、
原
著
二
二
頁
(
誇
九
一
頁
〉
、

『近
思

録
』
巻
一
一
!
第
十
四
僚
の
程
願
語
中
の
「
欲
得
之
於
己
」
を
「
自
得
」
と
一ホ
さ

れ
て
い
る
。
原
著
四
六
|
四
七
頁
〈
誇
一
四
六
頁
〉
、
程
願
よ
り
の
引
用
中
、

£
。

g
再

開

2
T
Z
当
ミ
〕
向
。
こ
宮
目
的
。
τ
E
G
g
-芯
〕
=
と
示
さ
れ
る
が、

注
で
指
示
さ
れ
る
四
部
備
要
本
『
二
程
遺
書』
、
四
庫
善
本
叢
書
初
編
本

『近

思
録
集
註
』
、
共
に
「
不
島
得
」
に
作
る
。
原
著
六

O
頁
(
諜
一
七
二
頁
〉、

『
中
庸
或
問
』
よ
り
の
引
用
、
「
近
世
漢
籍
叢
刊
思
想
三
編
」
(
京
都
、
中
文

出
版
位
、
一
九
七
六
〉
所
牧
本
に
よ
り
、
「
有
所
自
得
」
と
さ
れ
る
が
、
「
通

志
堂
経
解
」
所
枚
『
中
庸
纂
疏
』
一
一
七
葉
に
は
、
「
故
能
自
有
所
得
」
に
作

る。
原
著
七
九
頁
(
誇
一

一
一
九
|
一
一
一
一

O
頁
可
王
艮
が
、
天
が
墜
ち
て
来
て
人

々
を
つ
ぶ
す
の
を
恐
れ
て
、
自
分
が
英
雄
的
に
天
を
支
え
上
げ
て
い
る
夢
を
見

た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
道
を
自
身
の
内
に
見
つ
け
出
す
こ
と
(
自
得
)
の
一
寅

例

(
g
o
H同
自

1
0
0そ
面
白
全
ロ
m
T
Z
d〈
ミ

5
〕
E
g
o
-町
立
〉
」
と
い
っ
た

言
い
方
を
さ
れ
て
い
る
が
、
私
に
は
そ
の
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
一
髄
何
が
、
こ
こ
で
最
後
ま
で
、
私
に
穆
然
と
し
な
い
も

の
を
残
す
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ど
う
や
ら
次
の
よ
う
な
具
合
で
あ
る
ら
し

い
。
す
な
わ
ち
、
本
書
中
に
頻
出
す
る
「
自
得
」
の
英
誇
中
で
も
、
ぷ

E
p
o

t
司
ミ

5
8
2色町
"
と
い
う
誇
解
を
手
掛
り
と
し
て
考
え
て
み
る
に
、

先
a

つ

は
こ
の
中
の
ぷ
ロ
ι
:
と
い
う
言
葉
が
そ
の
元
凶
で
あ
る
よ
う
だ
。
原
著
四
六

頁
、
程
阪
か
ら
の
引
用
中
、

「
自
求
得
之
」
を
、
ベ
号
。
ョ
o
Z
H
o
r
a
o同

司コロ
2
1
2
m
r
o
c
-
5
r
o
E
C伺
笠
宮
内
同
同
0
5
ι
5
2
2
0
-勺
と
氏
が
英

司
一
拝
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
な
ら
、
す
な
わ
ち
、
J
Sr・
-
と
ぷ
ロ
向
"
と
が
つ

ら
な
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
な
ら
、
ぷ
ロ
門
戸
こ
を

「見
つ
け
出
す
」
と
司↓辞
し
て
よ
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
言
葉
に
は
、

最
後
ま
で
、
こ
ち
ら
側
に

「見
つ
け
出

す
」
探
求
者
が
居
り
、
向
う
側
に
は

「
見
つ
け
出
さ
れ
る
」
も
の
が
あ
る
、
と

い
う
封
立
を
、
こ
の
言
葉
を
使
用
す
る
〈
夜
話
し
、
聴
取
す
る
)
も
の
に
前
提

的
に
強
制
し
、
形
成
す
る
「
力
」
が
、

殿
と
し
て
存
在
す
る
、
そ
う
い
う
言
葉

な
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
の
表
わ
す
行
筋
は
、
そ
れ
が
い
か
な
る
領
域
で
食
さ

れ
よ
う
と
も
、
た
と
え
そ
れ
が
人
関
の
内
面
へ
と
自
ら
行
な
う
も
の
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
主
観
者
と
客
観
界
、

意
志
す
る
者
と
さ
れ
る
者
、
能
動
者
と
受
勤

者
と
い
う
劉
立
項
を
存
在
さ
せ
、
或
い
は
前
提
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
ま
さ

し
く
所
謂
西
欧
言
語
の
特
質
を
示
し
て
い
る
と
言
い
得
ょ
う
。
大
雑
把
な
言
い

方
を
す
る
な
ら
、
創
造
者
た
る
一
柳
と
被
造
物
と
を
殿
と
し
て
匡
別
し
、

人
聞

と
動
物
と
を
巌
と
し
て
匡
別
し
、
そ
し
て
、
「
自
己
〈
ω丘
町
)
」
と

「世
界

(巧
2
E
)」
、
「
物
質
」
と
「
精
神
」
と
い

っ
た
二
元
的
劉
立
を
先
づ
は
た
て
て

も
の
を
と
ら
え
、

考
え
て
い
く
、
所
謂
西
洋
的
思
考
の
特
質
が
、
こ
の
ぷ

Z
4

と
い
う
言
葉
、
そ
し
て
支
出
ロ
ι
広

5
S
O
B
-町
"
と
い
う
「
行
盛
岡者
」
「
行

震
」
「
封
象
」
「
場
所
」
を
克
明
に
分
析
し
た
言
い
方
の
う
ち
に
、
露
呈
し、

働
い
て
い
る
と
言
い
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
一
方
、
例
え
ば
朱
煮
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、
有
名
な
『
大
準
章

句
』
格
物
補
停
が
、

是
を
以
て
大
皐
の
始
の
教
え
は
、
必
ず
暴
ぶ
者
を
し
て
凡
そ
天
下
の
物
に

ず
で

即
き
て
、
其
の
己
に
知
る
の
理
に
因
り
て
盆
ま
す
之
を
窮
め
、
以
て
其
の

極
に
至
る
を
求
め
ざ
る
こ
と
莫
か
ら
使
む
。
カ
を
用
う
る
の
久
し
く
し
て
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一
旦
鈴
然
と
し
て
貫
通
す
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
衆
物
の
表
裏
精
粗
、
到
ら

ざ
る
は
無
く
、
而
し
て
吾
心
の
全
種
大
用
、
明
ら
か
な
ら
ざ
る
無
し
失
。

此
れ
を
物
格
る
と
謂
い
、
此
れ
を
知
の
至
り
と
謂
う
也
。

と
い
う
如
く
、
人
聞
の
「
知
る
」
と
い
う
行
震
が
、
質
の
異
な
る
二
つ
の
も
の

に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
は
、
「
窮
め
」、

「其
の
極
に
至
る
を
求
め
」
、

「
力
を
用
い
る
」
、
或
る
主
慢
の
意
志
の
あ
る
、
ま
さ
し
く
「
行
策
」
と
呼
び

得
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
、
「
到
ら
ざ
る
は
無
く
」
「
明
ら
か
な
ら
ざ

る
無
し
」
と
、
い
わ
ば
一
種
の
完
全
な
る
「
朕
態
」
と
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら
知

ら
ん
と
し
て
向
っ
て
行
く
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
向
う
か
ら
現
わ
れ
て
来
る
の

を
見
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
黙
後
者
は
、
非
意
士
山
的
と
も
呼
び
う
る

が
、
更
に
、
そ
の
よ
う
な
「
知
」
の
成
立
が
、
「
久
L
く
し
て
一
旦
鈴
然
と
し

て
」
と
、
主
鐙
的
意
志
の
計
童
、
時
開
と
は
濁
立
の
、
濁
自
の
時
聞
に
お
け
る

「
時
」
の
到
来
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一意
味
で
も
、
非
意
志
的
な
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
知
」
こ
そ
が
、

完
成
し
た
「
知
」
で
あ
る
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
の
「
格
物
補
停
」
を
、
先
に
も
紹
介
し
た

『孟

子
』
離
婁
下
の
一
候
へ
の
朱
煮
の
注
稗
に
讃
み
合
わ
せ
る
な
ら
、
そ
の
基
本
的

な
類
似
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
今
一
度
、
原
文
の
ま
ま
に
紹
介
す
る
と
、
「
君
子

務
於
深
造
而
必
以
其
道
者
、
欲
其
有
持
循
、
以
俊
夫
歎
議
心
通
、
自
然
而
得
之

於
己
也
。
・
:
:
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
そ
こ
の
注
が
引
用
す
る
程
子
の

「拳
は

不
言
に
し
て
自
得
す
る
者
乃
ち
自
得
す
る
也
。
安
排
布
置
す
る
こ
と
有
る
者
は

皆
な
自
得
す
る
に
非
ざ
る
也
。
然
れ
ど
も
、
必
ず
心
を
潜
め
慮
を
積
み
、
其
の

聞
に
優
滋
摩
飲
し
て
、
然
る
後
に
以
て
得
る
こ
と
有
る
可
し
。
:
:
:
」
と
い
う

い
た

言
葉
、
更
に
は
、

『朱
子
語
類
』
径
五
七
に
見
え
る
「
之
に
造
る
こ
と
が
ま
す

お
の
づ

ま
す
深
く
な
る
と
、
自
然
と
し
て
之
を
得
る
。
既
に
白
か
ら
に
之
を
得
て
自
分

の
も
の
に
す
る
と
(
自
然
而
得
之
、
銃
自
得
之
而
信
用
我
有
〉
・
:
:
」
な
ど
を
讃

み
合
わ
せ
れ
ば
、
朱
煮
が
ど
こ
に
重
黙
を
置
い
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
ぷ
口
角
田
3

と
い
う
語
は
到
底
こ
こ
に
嘗
て
得
な
い
と
私
に
は
恩
わ
れ
る
。

今
一
つ
注
意
す
べ
き
は
、

J
ロ

Ego-同
ョ
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
格
物
補
俸

に
よ
れ
ば
、
朱
煮
は
、
「
凡
そ
天
下
の
物
に
即
き
て
:
:
:
」
「
衆
物
の
表
裏
精

粗
、
到
ら
ざ
る
は
無
く
」
と
、
む
し
ろ
決
し
て
、
「
自
分
自
身
の
内
に
」
と
い

う
方
向
に
だ
け
、
そ
の
「
知
」
を
限
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
、
ド

パ
リ
1
氏
の
研
究
行
震
の
中
心
に
、
恐
ら
く
は
最
も
基
本
的
な
形
成
力
を
も
っ

た
観
念
と
し
て

J
丘
、
の
観
念
が
住
ま
っ
て
い
る
と
先
に
述
べ
た
こ
と
、
更

に
ま
た
、
恐
ら
く
は
そ
の
基
盤
と
し
て
、
会

ω己同
l
l
d〈
O

円高
w

と
い
う
基
本
的

な
二
分
法
の
観
念
が
横
た
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
思
い
併
せ
ら
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
蕪
僻
を
つ
ら
ね
た
。
遺
漏
の
多
か
ろ
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
慣
れ
な
い

英
文
を
辿
つ
て
の
も
の
故
、
と
ん
で
も
な
い
誤
解
を
犯
し
て
い
る
や
も
知
れ

ぬ
。
ド
パ
リ
1
氏
の
原
著
は
注
を
含
め
て
九
て
で
一
一
一
一
一
頁
、
決
し
て
大
部
で

あ
る
と
は
言
い
得
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
著
わ
さ
れ
て
い
る
研
究
を

背
景
に
、
取
り
奉
げ
ら
れ
た
問
題
と
素
材
は
庚
い
範
園
に
渉
り
、
し
か
も
世
界

的
に
知
ら
れ
る
銭
穆
記
念
講
座
に
招
か
れ
る
と
い
う
名
替
な
機
舎
に
際
曾
し

て
、
自
ら
の
研
究
の
総
合
的
論
述
を
は
か
ら
れ
た
と
売
し
く
、
内
容
の
密
度
は

吉岡い。表
初
の
つ
も
り
で
は
、
山
口
氏
の
翻
謬
に
つ
い
て
も
論
及
す
る
議
定
で
あ
っ

た
の
だ
が
、
紙
幅
も
迫
っ
た
の
で
、
最
後
に
明
ら
か
な
誤
記
等
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
た
い
。
な
お
、
山
口
氏
の
謬
書
は
、
原
著
を
全
平
一
辞
し
た
も
の
に
、
こ
の

日
本
語
版
の
た
め
の
ド
パ
リ
I
氏
の
序
文
(
日
平
一号
、
誇
注
、
誇
者
解
説
、
索

引
が
附
け
ら
れ
、
農
裁
と
し
て
は
、
原
著
よ
り
も
充
寅
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
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る

附
記
「
東
方
」
八

O
貌
、
一
九
八
七
年
十
一
月
、
東
方
書
広
、
一

一一一
|

二
三
頁
に
、
北
海
道
大
皐
佐
藤
錬
太
郎
氏
の
本
語
書
に
つ
い
て
の
書

評
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

=
三
頁
一
二
行

一
八
四
頁
一
三
行

八
五
頁
一
行

二
四
三
頁
七
行

二一一巴行

二
四
六
頁
六
行

一
四
|
|
ψ
一
一
一
一

所
皐
夫
子
之
道
者
、
足
以
自
梁
也
|
↓
審
自
得
者
、
失
之

而
不
憾

四

一
一
貝
|
↓
六
六
頁
四
一
保

三
八
裏
(
追
加
)

碗
瑛
録
|
↓
琉
淡
績
録

原
臣
|
↓
原
君

一
九
八
七
年
五
月
東
京
卒
凡
社

四
六
剣

三
二

O
頁

二

六
O
O
園

愛
宕
松
男
著

愛
宕
松
男

東
洋
史
翠
論
集

第
一
巻

佐
々
木

達

夫

愛
宕
松
男
氏
の
著
作
集
が
刊
行
さ
れ
始
め
た
。
全
五
巻
と
い
う。

そ
れ
ぞ
れ

の
巻
の
タ
イ
ト
ル
は
、
第
一
巻
「
中
園
陶
資
産
業
史
」
、
第
二
巻
「
中
園
祉
舎

文
化
史
」
、

第
三
巻

「
キ
タ
イ
・
モ

ン
ゴ
ル
史
」、
第
四
巻
「
元
朝
史
」
、
第
五

巻
「
東
西
交
渉
史
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
中
園
の
窯
業
史
に
関
す
る
論
文
を

集
め
た
第
一

巻
を
紹
介
し
た
い
。

第
一
程
「
中
園
陶
資
産
業
史
L

は
二
部
に
分
か
れ
る
。
第

一
部
は
「
古
代
・

中
世
陶
護
史
」
で
、
中
園
陶
磁
器
の
概
観
を
行
い
、
陶
磁
器
の
流
通
形
態
を
述

べ
、
績
い
て
唐
代
の
陶
磁
器
に
関
す
る
論
文
五
篇
が
配
列
さ
れ
る
。
第
二
部
は

「
宋
代
議
器
産
業
史
」
で
宋
代
窯
業
史
に
闘
す
る
論
文
と
、
陶
磁
器
の
輪
迭
に

つ
い
て
の
論
文
計
八
編
が
並
ぶ
。
中
園
の
陶
磁
器
が
、
大
量
に
質
の
よ
い
製
品

を
生
産
し
、

各
階
層
に
使
用
さ
れ
始
め
た
時
代
の
祉
曾
と
文
化
を
、

陶
磁
器
を

通
し
て
見
た
論
考
と
い
え
る
。
と
く
に
、
陶
磁
器
の
流
通
形
態
、
生
産
組
織
、

産
業
税
を
取
り
上
げ
た
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
雄
篇
が
並
ぶ。

以
下
、
止す
論

文
の
タ
イ
ト
ル
を
掌
げ
、
簡
単
な
内
容
紹
介
を
行
い
な
が
ら
、

感
想
等
を
記
し

た
い
と
思
う
。
便
宜
上
、
論
文
に
ー
か
ら
お
の
逼
し
番
読
を
附
け
、

タ
イ
ト
ル

の
次
に
初
出
年
と
、

本
書
内
の
頁
数
を
記
し
た
。
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1 

「
中
園
陶
奮
史
序
説
」

〈
一
九
七
五
年
褒
表
の
9
論
文
一
節
に
加
筆
、


